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2025.4.20－２－

可決
全会一致

商　工　費

９億5５９２万円
◦ふるさと納税
６億１３５５万円

◦観光施設管理　　
６６５７万円

土　木　費

1１億２２８９万円
◦スマートＩＣ整備 
２億４９０４万円

◦除排雪
１億７９８６万円

消　防　費

５億９１６万円
◦小型動力ポンプ付
　積載車更新

７６９万円
◦資機材搬送車整備

８２９万円

教　育　費

1２億５３８６万円

和田地区公民館改築 ３０９０万円

◦令和５年度においてモ
　デル種目の実施や運営
　における課題検証を行
　い「たかはたモデル」
　の体制構築を図る

新規

◦学校給食費支援
　　　５７０７万円
◦高畠小学校トイレ改修
　　　１５５０万円

新規 中学校部活動の地域移行推進
　　２５０万円

デュアルスクール　７２６万円

森林経営管理　９５３万円

新規 町ホームページリニューアル
              7５９万円

◦シンプルで検索しやすく、
　町の魅力発信や職員の操
　作性の向上を図る

をチェック

◦設計業務、
　木材調達ほか

新規 公立置賜総合病院通院支援２６４万円

新規

◦森林資源の適正な
　管理を行うため、
　候補区域の選定及
　び全体計画を行う

◦町内学校と連携しデュアルスクール制度を利
　用する世帯を受け入れ、関係人口の増加や移
　住の促進を図る

◦片道２５００円で利用
　できるタクシー券

2025.4.20 －３－

令和７年度予算
　令和７年度の予算について審査し、全ての予算を可決しました。新規の
事業、事業費の大きなものなどを中心に紹介します。

一般会計　庁舎建設や亀岡地区公民館改築事業の減などにより前年度比で１４億８０００万円、１０．１％の減少
特別会計　国保会計における１人当たりの事業医療費の上昇に伴う保険給付の増、宅造会計における借入金一括償
　　　　　還による増などにより前年度比で３億９３１７万円、６．９％増加
企業会計　病院会計における職員人件費や建設改良費の増などにより前年度比で１億５３８３万円、３．３％増加

総　務　費

２２億７８６０万円
民　生　費

3７億１６７１万円

衛　生　費

◦げんき館
　  照明ＬＥＤ化
２６２７万円

農林水産業費

5億８８５４万円

◦旧庁舎解体費等
４億５５５０万円

◦高畠高校魅力化
１０００万円

（金額は万円未満切り捨て）

当初
予算
予算概要
会　計　別 令和７年度予算額 令和６年度予算額 増　　減

一 般 会 計 131億5000万円 146億3000万円 △ 14億8000万円

特 別 会 計 61億2100万円 57億2783万円 3億9317万円

企 業 会 計 48億3726万円 46億8343万円 1億5383万円

合　　　計 241億827万円 250億4126万円 △9億3298万円

１１億５０６７万円

◦児童手当支給
４億１１０９万円

◦妊婦のための支援
１１０３万円

◦新規就農者支援関連
４４３９万円

◦鳥獣被害対策
１０５４万円



2025.4.20－４－

予
算
審
議

　
令
和
７
年
度
の
当
初
予

算
が
提
案
さ
れ
、
次
の
質

疑
が
あ
っ
た
。

問
　
開
校
し
て
10
年
、
今

後
強
化
す
る
点
は
。

答
　
各
分
野
の
専
門
家
を

講
師
に
迎
え
魅
力
化
を
図

り
、
都
市
部
か
ら
の
人
の

流
れ
、
ま
た
県
内
外
の
関

係
人
口
の
増
加
、
移
住
定

住
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
強
化
す
る
。

問
　
今
後
の
事
業
展
開
は
。

答
　
課
題
と
し
て
子
ど
も

の
受
入
と
と
も
に
親
の
就

業
先
、
い
わ
ゆ
る
二
拠
点

居
住
を
町
内
企
業
と
連
携

し
体
験
に
加
え
た
い
。
ま

た
滞
在
場
所
と
な
る
宿

泊
施
設
を
空
き
家
を
リ

フ
ォ
ー
ム
し
て
使
え
な
い

か
な
ど
検
討
し
て
い
く
。

問
　
町
が
考
え
る
具
体
的

な
内
容
は
。

答
　
各
専
門
分
野
の
民
間

企
業
と
連
携
し
、
業
務
委

託
を
し
な
が
ら
、
未
来
へ

の
投
資
と
し
て
「
日
本
一

人
を
育
て
る
ま
ち
」
を
目

指
す
取
り
組
み
と
す
る
。

問
　
公
立
置
賜
総
合
病
院

だ
け
で
な
く
、
同
じ
く
急

性
期
基
幹
病
院
で
あ
る
米

沢
市
立
病
院
へ
の
通
院
支

援
に
対
す
る
町
長
の
考
え

は
。

答
　
こ
れ
ま
で
置
賜
総
合

病
院
の
通
院
支
援
に
つ
い

て
公
約
と
し
て
き
た
が
、

米
沢
市
立
病
院
に
つ
い
て

も
通
院
支
援
を
求
め
る
声

が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、

今
後
早
い
時
期
に
推
進
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
。

問
　
６
年
度
実
施
状
況
を

ふ
ま
え
て
、
今
後
の
取
り

組
み
は
。

答
　
各
自
治
区
の
区
長
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

よ
り
良
い
も
の
に
な
る
よ

う
、
ま
た
町
と
し
て
で
き

る
事
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
環
境
改
善
が
急
が
れ

る
が
、
事
業
の
中
身
は
。

答
　
防
犯
対
策
と
し
て
、

玄
関
入
口
に
カ
メ
ラ
付
き

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
全
ク
ラ

ブ
に
設
置
す
る
際
の
補
助

を
す
る
。

問
　
耐
用
年
数
と
点
検
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
現

状
か
。

答
　
下
水
道
管
の
耐
用
年

数
は
標
準
的
に
は
50
年
と

さ
れ
て
い
る
。
埼
玉
県
八

潮
市
の
陥
没
事
故
を
受
け

て
、
当
町
で
も
テ
レ
ビ
カ

メ
ラ
調
査
（
目
視
点
検
）

を
行
い
、
異
常
が
な
い
こ

と
を
確
認
し
て
い
る
。

問
　
無
償
化
を
目
指
す
と

あ
る
が
実
現
可
能
か
。

　
町
長
の
考
え
は
。

答
　
無
償
化
を
目
指
し
た

い
が
、
食
材
費
の
高
騰
、

全
体
の
予
算
か
ら
６
年
度

４
割
削
減
か
ら
５
割
程
度

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

熱
中
小
学
校

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援

デ
ュ
ア
ル
ス
ク
ー
ル

受
入
事
業

問
　
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
事
業
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
　
相
談
体
制
と
居
場
所

づ
く
り
を
中
心
に
、
若
者

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

さ
ら
に
一
人
一
人
に
合
っ

た
就
労
支
援
に
つ
い
て
各

企
業
と
連
携
し
て
い
く
。

官
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り

子
ど
も
・
若
者

サ
ポ
ー
ト
事
業

▲地域留学活動報告会

公
立
置
賜
総
合
病
院

通
院
支
援

地
域
敬
老
事
業

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

環
境
改
善

学
校
給
食
費支

援
事
業

町
の
下
水
道
管
の
現
状

▲カメラ付きインターホン

2025.4.20 －５－

補 正
予 算

　12会計補正総額
 　３８１７万円

可決
全会一致

主な会計
一般会計　1億4113 万円（総額164億1388 万円）
介護保険　  △ 8822 万円（総額　29 億4526万円）

３月
定例会

提出議案等は４５件

会期
　３月５日（水）～２１日（金）

専決処分の報告 …　 １件

人　　事 …………　 ５件

補正予算 …………１０件

当初予算 …………１２件

条　　例 …………  ９件

そ　の　他 …………　 ５件

議員発議 …………　 ３件

いずれも
原案どおり可決

附属機関設置条例

人　事１Point

２Point

【収　入】
・教育、保育給付事業負担金　　　　　　 7927 万円
・地域経済活性化事業　　 　　　　　　　2193 万円
・農業農村整備事業　　　　　　　　　　 4790 万円

【支　出】
・農林水産物等災害対策事業　　　　 　164万円
・担い手確保、経営強化支援事業 　　 2575万円
・地域経済活性化、物価高騰対策事業　2340万円
・除排雪経費　　 　　　　　　　　　 4866万円ほか

注目事業

令和６年度

【変更】小型動力ポンプ付積載車等の配備（６年度から５か年の計画）宮下辺地
【策定】舗装修繕整備（７年度から５か年の計画）原窪辺地、小倉辺地、稲子原辺地（ぶどうまつたけライン）

人 権 擁 護 委 員　　長
なが

岡
おか

　克
かつ

典
のり

さん　再任　　　鈴
すず

木
き

　洋
よう

一
いち

さん　新任
　　　　　　　　　秋

あき

　　尚
なお

子
こ

さん　再任　　　竹
たけ

田
だ

　重
しげ

隆
たか

さん　新任
教育委員会委員　　我

わが

妻
つま

　恵
けい

子
こ

さん　再任　　　※新任、再任に同意　

　各執行機関の附属機関について、令和７年度から新たに委員会を設置し、
6 年度をもって事務が完了した委員会等を廃止するもの。
　【設置】　再犯防止推進計画策定委員会（町民課）　
　【廃止】　人・農地プラン検討会（農林課）　
　　　　　　医療的ケア児ガイドライン策定委員会（教育総務課）　
　　　　　　地域クラブ活動検討委員会（教育総務課）

地域包括支援センターの事業の人員に
関する基準を定める条例

３Point

　地域包括支援センターにおける職員配置の柔軟化の規定を追加するもので、
複数のセンターを配置することにおいて、３職種のうち２以上の職員を配置す
るもの。
（１）保健師その他これに準ずる者
（２）社会福祉士その他これに準ずる者
（３）主任介護支援専門員その他これに準ずる者
　　　※高畠町においては、町直営１か所で運営し、３職種配置している。

辺地に係る総合整備計画４Point
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総 務
文 教

委員会活動レポート

　
年
度
末
に
差
し
掛
か

り
、
自
治
会
や
団
体
な

ど
で
役
職
の
な
り
手
不

　
高
畠
高
校
生
が
地
域

の
事
業
に
参
加
し
て
、

地
域
の
方
々
と
交
流
を

図
る
こ
と
が
、
高
校
生

の
取
り
組
み
を
地
域
に

周
知
で
き
る
い
い
機
会

と
な
る
た
め
、
高
畠
高

校
の
魅
力
化
向
上
に
つ

な
が
る
。

　
生
徒
会
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
地テ

球ラ

」
に
入
会
し
て
い
る

よりよい
　まちづくり

高畠高校支援

教育環境の整備

　
年
々
子
ど
も
の
出
生

数
が
減
少
し
て
い
る
背

景
を
踏
ま
え
、
多
様
化

す
る
社
会
を
た
く
ま
し

く
、
し
な
や
か
に
生
き

抜
く
高
畠
町
の
子
ど
も

た
ち
を
育
む
小
学
校
教

育
環
境
の
在
り
方
に
つ

い
て
調
査
検
討
す
る
た

め
、
高
畠
町
小
学
校
環

境
等
検
討
委
員
会
が
設

置
さ
れ
た
。

　
今
後
の
教
育
環
境
の

整
備
に
つ
い
て
、
月
日

を
か
け
て
協
議
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
委
員
会

と
し
て
も
検
討
委
員
会

の
協
議
内
容
を
注
視
し

て
い
く
と
共
に
、
町
民

か
ら
も
多
く
の
意
見
が

集
ま
る
よ
う
、
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
く
。

足
の
意
見
が
多
く
出
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
お
り
、
戸
数
が
減
っ

て
き
て
い
る
自
治
会
に

お
い
て
は
、
役
職
の
兼

務
が
増
え
大
変
に
な
っ

て
き
て
い
る
。

　
各
自
治
会
に
よ
っ
て

実
情
や
取
り
組
み
、
戸

数
な
ど
様
々
で
あ
る
た

め
に
、
自
治
会
に
よ
っ

て
は
解
決
す
る
の
が
難

航
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。

　
各
地
区
公
民
館
が
窓

口
と
な
っ
て
、
各
自
治

会
で
抱
え
て
い
る
課
題

な
ど
を
共
有
で
き
る
よ

う
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
や

当
局
や
議
会
が
町
民
の

声
を
聞
く
場
を
つ
く
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
な
り
手
不
足
解
消
に

向
け
た
取
り
組
み
を
早

急
に
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
、
自
治
会
の
存
続

に
も
関
わ
っ
て
く
る
こ

と
か
ら
、
早
い
段
階
で

議
論
を
交
わ
し
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
た
い
。

生
徒
が
事
業
に
参
加
し

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く

あ
る
の
で
、
い
か
に
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
の
広
報
を
通

じ
て
発
信
で
き
る
か
が

鍵
と
な
る
。
企
業
や
同

窓
会
と
つ
な
げ
る
こ
と

も
大
事
と
考
え
る
点
で

あ
る
。

　
高
畠
高
校
近
辺
に
飲

食
店
が
少
な
い
と
の
声

が
出
て
い
る
。
ま
た
、

校
内
に
も
購
買
が
な
い

た
め
に
、
保
護
者
の
負

担
軽
減
の
観
点
か
ら
も

購
入
で
き
る
所
が
あ
る

と
便
利
だ
と
の
声
が

あ
っ
た
。

　
以
前
は
購
買
が
校
内

に
存
在
し
て
い
た
が
現

在
は
な
く
、
高
畠
駅
構

内
に
お
い
て
は
、
学
生

向
け
の
弁
当
を
販
売
な

ど
し
て
い
る
。
駅
利
用

者
の
み
で
は
な
く
、
高

校
生
が
利
用
し
や
す
い

校
内
で
の
環
境
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

　
高
畠
高
校
存
続
に
向

け
て
、
地
域
の
声
や
入

学
を
希
望
す
る
保
護
者

や
生
徒
の
声
を
集
め
、

必
要
と
さ
れ
る
支
援
を

今
後
も
行
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

▲冬咲きぼたんまつりにて

▲りんごあめ販売（よねおりかんこうセンター）
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産 業
厚 生

委員会活動レポート

有 機 農 業

空 き 家 対 策

①
町
独
自
の
認
証
制
度

に
つ
い
て
、
作
物
に
貼

る
シ
ー
ル
や
マ
ー
ク
等

の
デ
ザ
イ
ン
、
印
刷
と

い
っ
た
事
務
作
業
を
進

め
て
い
る
。

　
そ
の
う
え
で
新
年
度

か
ら
希
望
者
を
募
集
し

て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
予

定
。

②
有
機
栽
培
面
積
拡
大

の
課
題
で
あ
っ
た
除
草

対
策
に
た
い
し
て
、
除

草
用
ア
イ
ガ
モ
ロ
ボ
ッ

ト
活
用
に
効
果
の
期
待

感
が
も
て
た
。

　
費
用
面
や
効
果
面
で

１
年
目
機
種
は
実
用
化

が
難
し
か
っ
た
が
、
改

良
化
さ
れ
た
２
年
目
機

種
は
値
段
も
半
値
と
な

り
、
駆
動
性
も
安
定
し

て
い
る
。

　
協
議
会
で
も
導
入
を

検
討
し
、
ほ
場
で
の
実

証
な
ど
に
よ
り
有
効
な

生
産
体
系
の
確
立
を
進

め
て
い
く
。

③
基
本
的
な
有
機
栽
培

や
自
然
栽
培
方
法
を
広

め
る
た
め
の
研
修
を
続

け
て
い
く
。
多
品
種
で

多
量
生
産
農
家
は
限
定

的
な
た
め
、
小
規
模
・

自
給
的
な
農
家
に
も
対

象
を
広
げ
て
募
り
、
２

回
目
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は

町
外
も
含
め
て
40
人
が

受
講
し
た
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証

を
検
討
す
る
農
家
の
研

修
会
な
ど
、
生
産
面
で

の
支
援
や
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
い
く
ほ
か
有
機
農

業
だ
け
で
な
く
、
地
域

づ
く
り
や
町
民
の
健
康

づ
く
り
、
生
き
が
い
な

ど
多
様
な
角
度
で
取
り

組
み
な
が
ら
、
小
規
模

で
も
展
開
し
て
も
ら
え

る
方
向
で
推
進
し
て
い

く
。

④
新
た
に
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
関
係
の
展
示
商
談
会

も
全
国
で
活
発
に
催
さ

れ
て
い
る
た
め
、
そ
こ

に
参
加
で
き
る
若
手
生

産
者
中
心
の
視
察
研
修

も
検
討
し
て
い
る
。

⑤
町
内
飲
食
店
で
も
、

地
場
農
産
物
や
有
機
農

産
物
等
を
活
用
で
き
る

よ
う
生
産
者
と
の
交
流

も
心
が
け
て
い
く
。

①
平
成
30
年
度
に
策
定

さ
れ
た
「
高
畠
町
空
き

家
等
対
策
計
画
」
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
町

に
よ
る
対
策
状
況
は
じ

め
、
そ
の
後
の
法
律
改

正
や
最
新
の
現
状
分
析

さ
ら
に
空
き
家
所
有
者

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

な
ど
を
反
映
し
て
、
３

月
に
改
定
さ
れ
る
「
高

畠
町
空
き
家
等
対
策
計

画
」
の
概
要
が
町
か
ら

示
さ
れ
た
。

②
令
和
５
年
度
に
議
会

で
政
策
提
言
し
た
「
危

険
空
き
家
所
有
者
の
意

向
や
課
題
の
現
状
を
把

握
す
る
こ
と
」
に
関
し

全
て
の
空
き
家
所
有

（
管
理
）
者
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
。
４
０
０

通
の
う
ち
１
９
０
通
回

答
。

③
７
年
度
以
降
、
所
有

者
に
対
し
希
望
す
る
情

報
を
提
供
す
る
（
解
体

補
助
金
、
空
き
家
バ
ン

ク
、
町
内
不
動
産
業
者

の
紹
介
ほ
か
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
送
付
）。

④
空
き
家
バ
ン
ク
に
登

録
予
定
の
な
い
報
告
等

が
４
割
も
あ
る
が
、
新

規
空
き
家
所
有
者
も
含

め
資
料
送
付
し
て
い
る
。

⑤
空
き
家
バ
ン
ク
は
６

年
度
で
４
件
が
成
約
に

至
っ
て
お
り
、
冬
場
の

問
い
合
わ
せ
は
少
な
い

が
、
不
動
産
業
者
の
努

力
効
果
も
あ
る
た
め
継

続
し
て
い
く
。

▲アイガモロボットによる除草

▲積雪による空き家の崩壊
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委員会活動レポート

広 報
広 聴

ワールド・カフェ

農業委員との
意見交換会

◇
令
和
７
年
１
月
27
日

　
午
後
４
時

◇
高
畠
町
中
央
公
民
館

　
大
会
議
室

　
農
業
委
員
会
の
皆
さ

ん
と
の
意
見
交
換
会
を

「
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
」

と
い
う
手
法
で
行
い
ま

し
た
。

　
昨
年
、
先
進
地
で
あ

る
宮
城
県
柴
田
町
を
訪

問
し
、
ワ
ー
ル
ド
・
カ

フ
ェ
を
体
験
し
ま
し
た
。

そ
れ
が
と
て
も
良
か
っ

た
の
で
、
今
回
企
画
し

ま
し
た
。

　「
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
」

は
「
席
替
え
す
る
井
戸

端
会
議
」
と
も
言
い
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲

気
の
中
、
少
人
数
グ
ル

ー
プ
で
、
メ
ン
バ
ー
組

み
合
わ
せ
を
変
え
な
が

ら
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
話

し
合
う
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
と
は
一
味
違
っ
た

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
手
法
で
す
。

　
テ
ー
マ
は
「
農
業
の

担
い
手
を
増
や
す
に

は
」
で
す
。
初
め
て
の

企
画
で
戸
惑
い
な
が
ら

も
、
熱
心
に
話
し
合
い

各
グ
ル
ー
プ
の
ア
イ
デ

ア
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
多
く
の
皆
さ

ん
と
ご
一
緒
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
初
め
て
農
政
懇
談
会

を
開
く
こ
と
が
で
き
、

大
変
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
ワ
ー
ル
ド
カ

フ
ェ
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
形
で
話
を
し
ま
し
た
。

　
農
業
が
元
気
で
や
れ

る
よ
う
、
問
題
点
を
整

理
し
て
今
後
の
活
動
を

積
極
的
に
展
開
し
て
も

ら
い
た
い
。
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
初
め
て
の
試
み
で
あ

る
農
政
懇
談
会
は
大
変

有
意
義
な
話
し
合
い
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
議
員
の
方
も
農
政
に

つ
い
て
感
心
を
持
っ
て

お
ら
れ
る
の
は
良
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
に
限
ら
ず
定
期

的
に
開
催
で
き
る
よ
う

望
み
ま
す
。

　
初
め
て
議
員
の
方
々

と
話
し
が
で
き
る
ま
た

と
な
い
機
会
で
、
農
家

が
抱
え
て
い
る
問
題
を

聞
い
て
い
た
だ
い
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
今
後
も
こ
の
よ
う
な

場
を
設
け
て
、
町
民
の

声
を
聞
い
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
農
業
の
担
い
手
確
保

に
つ
い
て
、
い
ろ
ん
な

意
見
が
出
さ
れ
た
有
意

義
な
会
で
あ
っ
た
。

　
今
話
題
に
な
っ
て
い

る
、
米
の
生
産
者
価
格

面
か
ら
見
て
も
若
者
が

希
望
を
持
っ
て
就
農
で

き
る
状
況
で
は
な
い
と

思
う
。

　
農
政
、
消
費
者
等
も

一
丸
と
な
っ
て
良
い
智

恵
を
出
し
、
農
業
を

守
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

　
国
内
の
農
業
に
お
け

る
現
在
の
課
題
に
は
、

高
齢
化
や
人
手
不
足
、

食
料
自
給
率
の
低
下
等

多
数
の
課
題
が
あ
り
ま

す
が
、
農
家
だ
け
で
な

く
自
治
体
や
消
費
者
が

一
体
と
な
っ
て
、
解
決

策
に
取
り
組
む
姿
勢
を

強
く
示
さ
な
い
と
い
け

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
に
参
加
し
て

農業委員会長

山
やま

口
ぐち

令
のり

和
かず

さん

農業委員

嶋
しま

津
つ

功
く

美
み

さん

推進委員

丹
たん

野
の

雄
ゆう

史
じ

さん ▲農業委員会の皆さんとの意見交換会

農業委員

高
たか

橋
はし

　稔
みのる

さん

会長職務代理者

佐
さ

藤
とう

泰
やす

彦
ひこ

さん
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町長　限りある予算の中では厳しい

全町民対象の家計支援が必要

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

問  

コ
ロ
ナ
禍
に
続
き
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
物
価
高
騰

が
町
民
の
暮
ら
し
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

ガ
ソ
リ
ン
価
格
は
１
９
０

円
を
超
え
、
食
料
品
は
ほ

と
ん
ど
が
値
上
が
り
し
、

家
計
が
冷
え
込
み
、
消
費

の
力
も
落
ち
込
ん
で
い
る
。

　
全
町
民
を
対
象
と
し
た

商
品
券
等
を
配
布
し
、
家

計
を
暖
め
消
費
を
喚
起
し

事
業
所
の
活
性
化
に
取
り

組
む
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

答
　
大
型
の
地
域
経
済
対

策
事
業
を
実
施
す
る
に
は

国
の
交
付
金
等
を
活
用
し

な
い
と
事
業
構
築
は
難
し

く
、
現
在
の
限
り
あ
る
予

算
の
中
で
、
全
世
帯
対
象

で
は
な
く
、
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
事
業
を
選
択

し
て
い
る
。

伊
い

澤
ざわ

良
よし

治
はる

　議員

問  

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
で
地
域
経
済
の
活
性

化
を
目
指
す
取
り
組
み
は

今
日
ま
で
６
回
行
わ
れ
、

地
域
経
済
の
向
上
に
大
き

な
効
果
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
一
方
、
低
所
得
者

ほ
ど
支
援
拡
大
が
求
め
ら

れ
る
が
、
資
金
不
足
等
で

支
援
が
届
か
な
い
現
実
も

あ
る
。

　
税
金
に
よ
る
支
援
は
公

平
性
が
求
め
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
。

答
　
こ
れ
ま
で
、
低
所
得

者
に
は
国
か
ら
の
支
援
等

が
あ
る
中
、
一
方
で
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
等
で
停
滞
し
た
地
域
経

済
を
好
転
さ
せ
る
た
め
の

消
費
喚
起
策
と
し
て
、
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
等

に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

問  

10
年
後
の
高
畠
町
の

農
業
を
担
う
人
、
利
用
す

る
農
地
を
定
め
た
「
地
域

計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
が

現
在
の
耕
作
者
と
農
地
は

同
じ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は

10
年
後
ま
で
見
通
す
の
は

困
難
等
の
理
由
か
ら
か
。

　
今
後
の
計
画
づ
く
り
を

ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

答
　
地
域
計
画
策
定
後
も

年
１
回
程
度
、
地
域
で
の

話
し
合
い
の
場
を
設
け
、

計
画
変
更
を
進
め
て
い
く
。

　
担
い
手
の
意
向
や
周
囲

の
耕
作
者
の
動
向
を
把
握

し
な
が
ら
、
担
い
手
へ
の

集
約
を
進
め
て
い
く
。

問  

町
内
14
の
地
域
で
農

業
者
が
協
議
し
た
場
で
共

通
に
出
さ
れ
た
課
題
は
、

担
い
手
不
足
（
後
継
者
）

と
基
盤
整
備
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
は
、
個
人
の
努

力
だ
け
で
は
解
決
困
難
で

関
係
者
が
総
力
を
挙
げ
て

組
織
的
・
計
画
的
に
取
り

組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
課
題

と
考
え
る
。
こ
の
問
題
に

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。

答
　
担
い
手
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
関
係
者
と
課
題

を
共
有
し
な
が
ら
新
規
就

農
者
の
受
け
入
れ
を
強
化

し
て
い
く
。
基
盤
整
備
に

つ
い
て
は
、
今
回
の
話
し

合
い
を
き
っ
か
け
に
基
盤

整
備
の
動
き
も
出
て
い
る

の
で
、
町
と
し
て
も
支
援

し
て
い
く
。

税
金
の
公
平
な

使
い
方
に
疑
問

高
畠
町
の

10
年
後
の
農
業
は

後
継
者
と
基
盤
整
備

▲基盤整備が完了したほ場（亀岡地内）
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教育長　自己決定の場を意図的に設定する　

子どもの心を強くする教育は

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

直
なお

島
しま

義
よし

友
とも

　議員

問
　
子
ど
も
の
心
を
強
く

す
る
手
立
て
は
ど
う
し
て

い
る
の
か
。

答
　
学
校
生
活
の
中
で
は

子
ど
も
が
主
体
的
に
考
え

行
動
す
る
力
を
育
む
た
め

「
自
己
決
定
の
場
」
を
意

図
的
に
設
定
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

問
　「
現
代
っ
子
は
頭
が

よ
く
な
っ
た
が
、
心
が
鍛

え
ら
れ
て
い
な
い
」
と
発

言
し
て
い
る
教
育
者
が
い

る
。

　
親
が
子
ど
も
に
対
し

て
過
保
護
・
過
干
渉
し
、

様
々
な
試
練
を
乗
り
越
え

る
「
心
の
筋
力
」
を
育
て

る
機
会
を
奪
っ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
ど
う
感
じ
て

い
る
か
。

答
　
今
後
の
社
会
を
生
き

抜
く
た
め
に
は
「
心
の
筋

力
」
を
育
み
、
強
化
す
る

こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
そ

の
た
め
の
教
育
も
必
要
と

考
え
て
い
る
。

問
　
い
じ
め
や
不
登
校
が

多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
と

心
の
筋
力
の
関
係
に
つ
い

て
ど
う
考
え
る
か
。

答
　
心
の
筋
肉
を
鍛
え
、

人
を
い
じ
め
る
心
の
弱
さ

を
改
善
す
る
こ
と
は
大
切

で
あ
る
。
ま
た
、
多
様
な

学
び
の
形
は
あ
る
も
の
の

学
校
の
集
団
生
活
で
、

様
々
な
体
験
や
学
び
を
積

む
こ
と
は
「
心
の
筋
肉
」

を
鍛
え
、
社
会
を
生
き
抜

く
力
を
育
む
大
事
な
教
育

で
あ
る
。

問
　
昨
年
の
夏
突
然
ス
ー

パ
ー
な
ど
か
ら
米
が
消
え

米
不
足
に
見
舞
わ
れ
、
令

和
の
米
騒
動
と
言
わ
れ
て

い
る
。

　
こ
れ
ま
で
米
は
余
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
て
い

た
。
政
府
は
こ
こ
数
十
年

間
、
減
反
政
策
の
み
実
践

し
、
農
業
で
は
収
入
・
所

得
が
少
な
く
生
活
が
で
き

な
い
か
ら
と
、
後
継
者
が

激
減
し
続
け
て
い
る
。

　
今
回
の
米
騒
動
は
、
我

が
国
の
農
政
に
対
し
て
の

警
告
で
あ
る
。
安
定
し
た

米
の
生
産
量
を
図
る
に
は

稲
作
農
家
に
対
す
る
何
ら

か
の
支
援
が
必
要
と
考
え

る
。

　
令
和
７
年
度
の
作
付
面

積
は
増
え
て
い
る
の
か
。

　
町
独
自
の
稲
作
農
業
対

策
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、

国
へ
の
要
望
な
ど
行
っ
て

い
る
の
か
。

答
　
町
の
独
自
の
取
り
組

み
と
し
て
、
７
年
度
か
ら

「
生
産
の
目
安
」
を
維
持

し
つ
つ
、「
生
産
の
目
安
」

に
達
し
な
い
市
町
村
か
ら

生
産
可
能
面
積
を
借
り
受

け
、
町
内
生
産
者
の
所
得

向
上
の
た
め
、
主
食
用
米

の
生
産
を
増
や
す
取
組
を

行
う
予
定
。
追
加
希
望
さ

れ
る
２
３
２
ヘ
ク
タ
ー
ル

分
を
増
産
で
き
る
よ
う
調

整
を
図
る
予
定
。

　
国
か
ら
公
表
さ
れ
た
水

田
政
策
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
今
後
の
方
向
性
の
具

体
的
な
内
容
と
実
施
ス

キ
ー
ム
を
で
き
る
だ
け
早

く
示
し
て
も
ら
え
る
よ
う

機
会
を
捉
え
て
要
望
し
て

い
く
。

心
の
筋
力
を
鍛
え
る

教
育
と
は

米
騒
動
を

な
く
す
た
め
に
は

▲大谷地の代かき作業
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町長　経営人財の育成を進める

町内企業の成長を促すには

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

問
　
西
町
西
工
業
団
地
へ

の
企
業
誘
致
が
う
ま
く
進

ま
な
い
中
、
町
内
企
業
の

成
長
を
後
押
し
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
ど
の
よ
う
に
企
業
の
成

長
を
後
押
し
し
、
と
も
に

町
の
発
展
を
進
め
て
い
く

の
か
。
ま
た
、
新
会
社
設

立
に
向
け
た
起
業
支
援
等

を
ど
の
よ
う
に
し
て
進
め

て
き
た
の
か
。

答
　
町
で
は
、
新
事
業
活

動
推
進
サ
ポ
ー
ト
補
助
金

や
中
小
企
業
設
備
投
資
等

補
助
金
を
活
用
し
て
い
た

だ
き
、
企
業
の
成
長
を

後
押
し
し
て
い
る
。
ま

た
、
リ
ー
ダ
ー
経
営
人
財

（
※
）
育
成
塾
事
業
を
継

続
し
て
開
催
し
、
地
域
経

済
の
活
性
化
を
担
う
経
営

人
材
の
育
成
を
進
め
て
い

く
。

西
にし

方
かた

茂
しげ

太
た

　議員

※
リ
ー
ダ
ー
経
営
人
財
育
成

　
塾
事
業
は
「
財
」
と
書
く

問
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ

る
観
光
客
を
取
り
込
む
た

め
に
は
、
宿
泊
先
の
確
保

が
必
要
と
な
る
。
民
泊
や

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
増
や
す

取
り
組
み
を
提
案
し
た
い
。

　
現
在
の
相
談
件
数
や
補

助
金
な
ど
、
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

ば
、
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

問
　
た
か
は
た
ブ
ラ
ン
ド

の
価
値
を
高
め
る
に
は
、

た
か
は
た
ブ
ラ
ン
ド
に
加

わ
る
こ
と
で
生
産
者
や
企

業
の
自
社
製
品
の
価
値
が

高
ま
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
売
り
上
げ
に
つ
な
が

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
現
在
ど
の
よ
う
な
考
え

で
進
ん
で
お
り
、
ま
た
、

目
標
に
対
し
て
ど
こ
ま
で

進
ん
で
い
る
の
か
。

答
　
こ
れ
ま
で
町
内
の
生

産
者
、
ま
た
は
食
品
加
工

企
業
で
製
造
さ
れ
た
商
品

を
町
が
認
証
し
、
そ
の
商

品
価
値
の
向
上
や
販
路
拡

大
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
を
行
っ
て
き
た
が
、

こ
れ
ら
の
事
業
に
加
え
て

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
を
強

化
し
、
町
外
の
方
の
認
知

度
を
よ
り
高
め
て
い
く
。

問
　
高
畠
高
校
の
存
続
並

び
に
入
学
者
数
の
増
加
は

働
き
手
の
確
保
か
ら
見
て

も
継
続
し
た
支
援
が
必
要

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ

る
観
光
客
を
取
り
込

む
た
め
に
は

た
か
は
た
ブ
ラ
ン
ド

の
価
値
を
高
め
る
た

め
に
は

将
来
の
人
材
確
保
に

向
け
た
取
り
組
み
は

▲たかはたブランドの一部

で
あ
る
。

　
限
り
あ
る
行
財
政
を
無

駄
な
く
活
用
し
て
、
今
後

の
高
畠
高
校
の
存
続
を
考

え
て
い
る
の
か
。

答
　
高
畠
高
校
へ
の
就
学

支
援
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
、
令
和
８
年
度

ま
で
予
定
し
て
い
る
。

　
こ
の
間
、
集
中
し
て
経

済
的
支
援
を
行
い
、
併
せ

て
高
校
の
魅
力
化
を
図
る

事
業
を
行
う
な
ど
、
町
内

外
の
多
く
の
生
徒
か
ら
選

ば
れ
る
高
校
と
な
る
よ
う

町
と
し
て
の
支
援
を
実
施

し
て
い
く
。

答
　
現
在
の
と
こ
ろ
、
民

泊
の
件
は
、
１
件
電
話
相

談
が
あ
っ
た
。
本
町
に
は

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
受
け
入

れ
る
た
め
の
大
き
な
施
設

が
な
い
た
め
、
今
後
民
泊

や
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
は
有
効

と
考
え
て
い
る
。
民
泊
事

業
を
希
望
す
る
方
が
い
れ
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町長　県と連携を図りながら努めていく

「搾乳できます」マークの
　　　　　　　　理解促進を

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

問
　
出
産
後
、
入
院
中
の

赤
ち
ゃ
ん
に
母
乳
を
届
け

る
た
め
利
用
す
る
授
乳
室

に
、
赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て

い
な
い
と
利
用
し
づ
ら
い

佐
さ

藤
とう

純
じゅん

子
こ

　議員

と
の
声
を
受
け
、
全
国
で

搾
乳
で
き
ま
す
マ
ー
ク
を

掲
示
す
る
動
き
が
あ
る
が

当
町
で
も
理
解
促
進
と
共

に
掲
示
す
る
考
え
は
。

答
　
県
で
行
っ
て
い
る

「
赤
ち
ゃ
ん
ほ
っ
と
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
事
業
に
お

い
て
、
掲
示
用
ス
テ
ッ

カ
ー
に
搾
乳
で
も
利
用
い

た
だ
け
る
旨
の
表
示
を
し

利
用
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
る
。

　
今
後
も
県
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
搾
乳
に
対
す

る
理
解
促
進
に
努
め
て
い

く
。

し
や
す
く
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
前
回
同
様
、
障

が
い
者
の
方
の
代
理
販
売

を
可
能
と
し
、
多
く
の
町

民
の
方
々
に
ご
購
入
い
た

だ
き
た
い
。

問
　
厚
生
労
働
省
は
、
帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

て
７
年
度
か
ら
接
種
費
用

を
公
費
で
補
助
す
る
定
期

接
種
に
含
め
る
方
針
を
決

定
し
た
。

　
当
町
に
お
け
る
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
へ
の
補
助
に

つ
い
て
考
え
は
あ
る
か
。

ま
た
、
周
知
方
法
は
。

答
　
７
年
４
月
か
ら
帯
状

疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接

種
の
対
象
と
な
る
方
が
接

種
さ
れ
る
場
合
の
助
成
額

は
、
乾
燥
弱
毒
生
ワ
ク
チ

ン
接
種
で
は
４
４
０
０
円

乾
燥
組
換
え
帯
状
疱
疹
ワ

ク
チ
ン
接
種
で
は
１
回
に

つ
き
１
万
１
千
円
、
計
２

回
接
種
で
２
万
２
千
円
と

し
て
見
込
ん
で
い
る
。

　
周
知
方
法
に
つ
い
て
は

対
象
と
な
る
方
へ
の
個
別

通
知
と
広
報
た
か
は
た
で

の
周
知
を
予
定
し
て
い
る
。

問
　
町
の
未
来
を
担
う
人

材
育
成
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
計
画
で
進
め
て
い

る
か
。

　
ま
た
、
今
現
在
活
躍
し

て
い
る
人
材
を
町
民
に
よ

り
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、

応
援
し
て
も
ら
う
取
り
組

み
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

答
　
人
材
育
成
事
業
は
未

来
へ
の
投
資
で
あ
り
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
や

地
域
の
活
性
化
に
資
す
る

人
材
を
育
成
・
支
援
す
る

た
め
、
機
会
を
捉
え
て
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

そ
の
取
組
に
つ
い
て
、
多

く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た

だ
き
、
共
感
い
た
だ
け
る

よ
う
、
そ
の
周
知
方
法
に

つ
い
て
も
さ
ら
に
検
討
し

て
い
く
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

ク
ー
ポ
ン
券

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

の
助
成

ま
ち
の
人
材
育
成

▲全国に広がる「搾乳できます」マーク

問
　
令
和
６
年
度
３
月
補

正
予
算
で
「
県
地
域
経
済

活
性
化
・
物
価
高
騰
対
策

事
業
費
」
を
活
用
し
「
プ

レ
ミ
ア
ム
付
ク
ー
ポ
ン

券
」
を
予
定
し
て
い
る
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
が
、
よ

り
使
い
や
す
く
購
入
し
や

す
い
、
配
慮
と
工
夫
に
つ

い
て
町
の
考
え
は
。

答
　
今
回
は
、
１
シ
ー
ト

あ
た
り
の
金
額
を
、
前
回

か
ら
半
分
の
１
５
０
０
円

の
額
面
で
、
１
０
０
０
円

で
販
売
し
、
お
買
い
求
め
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町長　新たな事業展開で高畠ファンの獲得につなげる

「デュアルスクール」の
　　　　　　　今後の展望は

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

問
　
今
ま
で
７
家
族
21
人

を
受
け
入
れ
、
交
流
人
口

に
つ
な
が
っ
た
成
果
を
生

か
し
、
今
後
ど
の
よ
う
に

発
展
さ
せ
て
い
く
の
か
。

答
　
デ
ュ
ア
ル
ス
ク
ー
ル

を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り

新
た
な
関
係
人
口
の
創
出

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感

じ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
住
ま
い
の
確

保
や
親
世
代
の
仕
事
の
選

択
と
い
う
課
題
に
も
視
点

を
広
げ
て
い
き
た
い
。
町

内
小
学
校
や
地
域
の
協
力

も
得
な
が
ら
、
往
来
を
増

や
し
、
新
た
な
事
業
展
開

を
図
っ
て
い
く
こ
と
で
、

高
畠
フ
ァ
ン
の
獲
得
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

問
　
相
談
窓
口
の
強
化
は

秋
あき

葉
ば

晶
あき

子
こ

　議員

も
ち
ろ
ん
、
課
題
を
抱
え

る
子
ど
も
と
そ
の
家
族
を

支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
や

子
ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ

た
養
育
環
境
の
整
備
、
不

足
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
創
出

な
ど
、
町
の
考
え
は
。

答
　
全
て
の
妊
産
婦
、
子

ど
も
、
子
育
て
家
庭
に
つ

い
て
、
子
ど
も
の
成
長
と

家
庭
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
に

応
じ
、
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
相
談
支
援
体
制

を
整
備
し
て
い
く
。
ま
た
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
や
地
域
資

源
を
把
握
し
不
足
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
進
め
、
地
域

の
支
援
団
体
や
人
材
発
掘

な
ど
、
新
た
な
担
い
手
の

育
成
を
行
っ
て
い
く
。

問
　
保
護
者
の
就
労
時
間

や
多
様
な
働
き
方
に
合
わ

せ
、
保
育
認
定
を
し
た
上

で
サ
ー
ビ
ス
の
不
足
す
る

部
分
を
町
単
独
で
カ
バ
ー

す
る
支
援
の
考
え
は
。

答
　
就
労
状
況
に
応
じ
、

フ
ル
タ
イ
ム
就
労
の
「
保

育
標
準
時
間
認
定
」
と
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
就
労
の

「
保
育
短
時
間
認
定
」
の

二
つ
に
区
分
さ
れ
る
。
認

定
申
請
の
際
に
保
育
施
設

と
調
整
の
上
、
勤
務
地
へ

の
通
勤
時
間
や
個
別
の
事

情
等
も
配
慮
し
な
が
ら
、

状
況
に
応
じ
て
認
定
の
決

定
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
受
入
人
数
の
拡
大
や

勤
務
形
態
に
合
わ
せ
た
保

育
時
間
の
延
長
、
軽
食
の

常
備
の
検
討
は
。

答
　
定
員
３
人
に
対
し
、

常
勤
の
看
護
師
１
人
、
保

育
士
２
人
が
疾
患
に
応
じ

て
、
各
病
児
に
１
人
ず
つ

看
護
を
行
う
状
態
と
な
る
。

　
ま
た
、
保
育
時
間
の
延

長
や
食
事
の
提
供
に
つ
い

て
は
、
幼
児
施
設
併
設
型

で
な
い
環
境
か
ら
対
応
が

困
難
で
あ
る
。

　
預
か
る
こ
ど
も
の
安
全

安
心
を
第
一
に
、
他
の
自

治
体
の
事
例
も
確
認
し
な

が
ら
、
現
状
の
体
制
で
運

営
を
行
っ
て
い
く
。

問
　
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
集

い
、
地
域
の
中
で
ゆ
る
や

か
に
支
え
合
う
仕
組
み
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

へ
の
考
え
は
。

答
　
今
後
、
防
災
や
高
齢

者
支
援
な
ど
、
様
々
な
視

点
で
地
域
づ
く
り
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
。

　
世
代
間
を
つ
な
ぐ
担
い

手
の
発
掘
な
ど
課
題
も
あ

る
が
、
地
域
の
人
と
連
携

し
て
共
に
取
り
組
み
、
地

区
公
民
館
を
拠
点
と
し
て

地
域
の
特
性
を
生
か
し
、

よ
り
効
果
的
な
仕
組
み
と

体
制
を
つ
く
っ
て
い
く
。

子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
の
充
実
を

保
護
者
の
勤
務
実
態
に

合
わ
せ
た
保
育
支
援
を

病
児
保
育
の

サ
ー
ビ
ス
拡
大
を

地
区
公
民
館
を

地
域
の
拠
点
に

▲「雪大好き～」とすっかり二井宿小の一員に
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町長　主食用米の生産を増やせるよう取り組む

これからの
米政策の取り組みは

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

問  

令
和
の
米
騒
動
と
言

わ
れ
る
よ
う
な
コ
メ
不
足

に
つ
い
て
、
一
連
の
状
況

を
ど
う
捉
え
、
ど
う
対
応

す
る
考
え
か
。

答
　
米
の
小
売
価
格
の
高

騰
に
つ
い
て
は
、
様
々
な

要
因
が
関
係
し
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
が
、
農
業

者
へ
一
部
し
か
還
元
で
き

て
な
い
こ
と
は
残
念
で
あ

る
。

　
国
、
県
の
政
策
に
関
し

て
は
、
米
価
安
定
な
ど
、

生
産
者
の
所
得
向
上
に
つ

な
が
る
よ
う
機
会
を
捉
え

て
要
望
し
て
い
く
。

　
町
で
は
、
「
生
産
の
目

安
」
の
市
町
村
間
調
整
を

行
い
、
主
食
用
米
の
生
産

を
増
や
せ
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

武
たけ

田
だ

正
まさ

隆
たか

　議員

問
　
置
賜
三
市
五
町
が
連

帯
し
て
国
に
対
し
て
米
政

策
を
正
す
提
言
を
し
て
は

ど
う
か
。

答
　
置
賜
管
内
の
農
業
者

が
安
心
し
て
農
業
経
営
を

継
続
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
は
、
全
て
の
市
町
の

願
い
で
も
あ
る
の
で
、
Ｊ

Ａ
山
形
お
き
た
ま
や
、
置

賜
他
市
町
と
も
連
携
を
取

り
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問
　
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス

の
輸
入
米
を
返
上
す
る
手

立
て
は
な
い
の
か
。
こ
れ

に
つ
い
て
も
地
方
が
一
丸

と
な
っ
て
国
に
申
し
立
て

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
　
輸
入
米
の
分
の
主
食

用
米
を
生
産
し
、
農
業
所

得
を
向
上
さ
せ
る
の
は
重

要
な
こ
と
と
認
識
し
て
い

る
が
、
そ
の
他
の
政
策
に

つ
い
て
も
考
慮
し
、
国
に

対
す
る
対
応
に
つ
い
て
は

慎
重
に
進
め
て
い
く
べ
き

と
考
え
る
。

問
　
生
産
量
約
７
５
０
万

ト
ン
を
１
０
０
０
万
ト
ン

ま
で
増
産
し
、
消
費
し
て

残
っ
た
分
は
輸
出
す
べ
き

と
考
え
る
人
も
い
る
が
、

こ
の
発
想
は
ど
う
思
わ
れ

る
か
。

答
　
国
内
市
場
の
動
向
を

把
握
し
、
適
切
な
タ
イ
ミ

ン
グ
で
輸
出
す
る
必
要
が

あ
り
、
そ
れ
を
安
定
的
に

行
う
の
は
ハ
ー
ド
ル
の
高

い
状
況
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
が
、
現
在
交
流
を

行
っ
て
い
る
台
湾
へ
の
輸

出
も
検
討
し
て
い
く
。

問
　
町
の
発
展
や
安
定
は

農
業
で
き
ち
ん
と
暮
ら
せ

る
こ
と
が
一
番
で
あ
る
と

思
う
。
国
へ
の
農
業
政
策

の
強
化
に
つ
い
て
、
よ
り

一
層
強
く
求
め
て
い
く
時

期
と
捉
え
る
が
、
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

答
　
農
業
政
策
の
強
化
を

求
め
る
こ
と
は
、
特
に
現

在
の
環
境
や
経
済
状
況
を

考
慮
す
る
と
非
常
に
重
要

な
課
題
だ
と
認
識
し
て
い

る
。

　
具
体
的
に
は
、
食
料
自

給
率
の
向
上
、
持
続
可
能

な
農
業
、
若
い
世
代
の
参

入
、
農
産
物
の
価
格
安
定

な
ど
今
後
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
と
考
え
て
い
る
。
町
内

生
産
者
が
農
業
所
得
に
よ

り
安
定
し
て
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
国
、
県
に
対
し

て
要
望
し
て
い
く
。

置
賜
が
連
帯
し
て

国
に
提
言
し
て
は

輸
入
米
を
返
上
す
る

手
立
て
は
な
い
か

米
を
増
産
し
残
り
を

輸
出
す
る
発
想
は

国
へ
の
農
業
政
策
の

強
化
・
要
請
は

▲望まれる美しい田園風景
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町長　取り組み成果の実感までは時間を要する

どう深化したと感じるのか
町民の「しあわせ実感」

菊
きく

地
ち

英
ひで

雄
お

　議員

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

問
　
令
和
７
年
度
の
施
政

方
針
に
、
町
長
が
掲
げ
る

「
町
民
の
し
あ
わ
せ
」
を

実
感
で
き
る
施
策
は
、
こ

れ
ま
で
同
じ
視
点
で
取
り

組
ん
で
き
て
い
る
。

　
こ
の
３
年
間
を
通
じ
て

そ
の
「
し
あ
わ
せ
」
が
ど

こ
ま
で
深
化
し
て
い
る
と

感
じ
て
い
る
の
か
。

答
　「
し
あ
わ
せ
」
の
捉
え

方
や
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う

に
深
化
し
て
い
る
か
を
客

観
的
に
測
る
に
は
、
行
政

運
営
基
礎
調
査
の
よ
う
な

専
門
的
か
つ
多
面
的
な
分

析
が
必
要
と
考
え
る
。
　

　
取
り
組
み
の
成
果
が
現

れ
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
幸

せ
を
実
感
す
る
ま
で
は
、

あ
る
程
度
の
時
間
を
要
す

る
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
か

ら
も
第
６
次
総
合
計
画
に

基
づ
き
、
施
策
の
一
つ
一

つ
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

問
　
地
域
課
題
の
解
決
な

ど
に
向
け
て
官
民
協
働
で

取
り
組
む
事
業
や
、
社
会

実
験
に
対
す
る
支
援
を
進

め
る
と
い
わ
れ
る
。

　
こ
の
事
業
等
を
通
じ
て

町
の
重
要
課
題
に
対
処
し

な
が
ら
、
今
後
の
住
み
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
に
ど
の

よ
う
に
波
及
で
き
る
可
能

性
が
あ
る
の
か
。

答
　
本
町
の
活
力
を
維
持

し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
で

あ
り
続
け
る
た
め
、
町

民
・
企
業
・
行
政
が
一
体

と
な
っ
た
「
官
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」
へ
大
き
く

転
換
す
る
事
業
を
計
画
し

て
い
る
。

　
今
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

強
み
を
生
か
し
た
官
民
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

多
く
の
施
策
で
推
進
す
る

こ
と
で
、
さ
ら
に
幅
広
い

分
野
で
プ
ラ
ス
の
影
響
が

波
及
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

問
　
公
立
置
賜
総
合
病
院

ま
で
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
に
よ
る
実
証
実
験
を

行
い
、
通
院
の
必
要
な
人

に
具
体
的
な
支
援
を
い
つ

か
ら
ど
う
進
め
る
の
か
。

答
　
公
立
置
賜
総
合
病
院

ま
で
の
通
院
支
援
と
し
て

75
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、

一
定
の
条
件
を
満
た
す
方

を
対
象
に
定
額
タ
ク
シ
ー

券
を
交
付
し
、
自
宅
と
公

立
置
賜
総
合
病
院
の
区
間

に
限
り
定
額
で
タ
ク
シ
ー

利
用
が
で
き
る
事
業
を
４

月
か
ら
実
施
す
る
。

問
　
当
町
で
も
５
人
に
一

人
が
後
期
高
齢
者
と
な
り

医
療
や
介
護
の
必
要
な
人

が
増
え
る
中
、
介
護
を
支

え
る
訪
問
介
護
の
報
酬
引

き
下
げ
や
人
材
不
足
等
の

課
題
を
ど
う
見
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
今
後
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
介

護
保
険
運
営
を
ど
う
進
め

て
い
く
か
。

答
　
今
後
、
後
期
高
齢
者

の
増
加
と
単
身
や
夫
婦
の

み
世
帯
の
高
齢
者
が
増
加

す
る
こ
と
に
よ
り
、
訪
問

介
護
等
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

３
年
ご
と
の
介
護
保
険
事

業
計
画
策
定
時
に
将
来
人

口
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
需
要

の
傾
向
、
ま
た
介
護
人
材

確
保
等
の
課
題
を
捉
え
、

需
要
に
あ
っ
た
施
策
を
検

討
す
る
。

▲官民協働のまちづくりに向けた人材育成リーダー発表会で

置
総
病
院
の
通
院
支

援
は
い
つ
か
ら

「
課
題
解
決
型
」の
事

　業
波
及
の
可
能
性
は

人
材
確
保
な
ど
介
護

保
険
運
営
の
将
来
は
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平
たいら

　 誠
まこと

　議員

町長　居場所となるようなクラブづくりを目指し進めたい

部活動の
　　地域移行の進捗状況は

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

問  

令
和
６
年
10
月
か
ら

実
証
実
験
と
し
て
活
動
し

て
い
る
が
、
今
後
の
方
向

性
と
こ
れ
ま
で
の
課
題
は
。

答
　
部
活
動
、
地
域
ク
ラ

ブ
、
ス
ポ
少
な
ど
保
護
者

会
が
複
数
組
織
さ
れ
、
手

続
き
が
煩は

ん

雑ざ
つ

に
な
る
こ
と

や
、
練
習
試
合
の
調
整
な

ど
に
も
課
題
が
み
ら
れ
る
。

　
あ
げ
ら
れ
た
課
題
を
整

理
し
、
関
わ
る
全
て
の
人

が
主
役
に
な
れ
る
居
場
所

と
な
る
よ
う
な
ク
ラ
ブ
づ

く
り
を
目
指
し
進
め
た
い
。

問  

一
つ
の
種
目
の
保
護

者
会
が
、
部
活
動
と
地
域

ク
ラ
ブ
や
ス
ポ
少
な
ど
、

複
数
組
織
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
煩
雑
さ
が
生
ま
れ

る
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

　
こ
の
点
を
調
整
す
る
た

め
、
本
部
や
事
務
局
を
配

置
す
る
べ
き
だ
が
、
現
在

は
ど
こ
が
担
っ
て
い
る
の

か
。

　
ま
た
、
先
行
す
る
他
地

域
で
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
配
置
さ
れ
て
い
る

が
、
検
討
は
し
て
い
る
か
。

答
　
当
面
は
教
育
委
員
会

で
運
営
事
務
局
を
担
い
、

実
施
し
て
い
く
。
町
で
も

地
域
ク
ラ
ブ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
円

滑
な
運
営
を
行
え
る
よ
う

配
置
し
て
い
き
た
い
。

問  

除
雪
従
事
者
の
不
足

や
高
齢
化
は
、
除
雪
体
制

に
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え

る
。
こ
れ
か
ら
も
町
の
除

雪
体
制
の
安
定
化
を
図
る

た
め
に
も
、
除
雪
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
育
成
が
必
要

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

の
育
成
に
つ
い
て
は
、
今

後
町
道
除
雪
委
託
業
者
と

の
意
見
交
換
の
場
を
設
け

将
来
的
に
も
、
安
定
し
た

除
雪
が
継
続
で
き
る
よ
う

検
討
を
進
め
て
い
く
。

問  

除
排
雪
機
械
等
の
更

新
の
予
定
と
、
今
後
Ｉ
Ｃ

Ｔ
や
Ａ
Ｉ
等
の
技
術
の
導

入
や
、
効
率
の
良
い
除
雪

機
材
の
導
入
は
考
え
て
い

る
か
。

答
　
除
雪
機
械
の
更
新
に

つ
い
て
は
、
７
年
度
に

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
を
１

台
購
入
予
定
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
技
術
の
導

入
は
、
初
期
投
資
が
大
き

く
課
題
が
あ
る
が
、
建
設

業
全
体
で
取
り
組
み
が
進

ん
で
お
り
、
除
雪
機
械
に

も
そ
の
技
術
の
普
及
を
期

待
し
て
い
る
。

問  

町
で
は
、
単
身
高
齢

者
世
帯
等
除
雪
支
援
金
交

付
事
業
と
し
て
、
自
力
で

除
雪
が
で
き
な
い
高
齢
者

世
帯
等
を
対
象
に
、
近
隣

の
方
や
業
者
等
へ
有
償
で

除
雪
を
依
頼
し
た
場
合
、

助
成
金
を
交
付
し
て
い
る

が
、
６
年
度
の
申
請
件
数

は
。
併
せ
て
、
今
年
の
よ

う
な
大
雪
で
は
支
援
金
が

不
足
だ
と
思
う
が
、
増
額

な
ど
は
検
討
し
た
か
。

答
　
単
身
高
齢
者
世
帯
等

除
雪
支
援
金
事
業
は
、
２

月
21
日
ま
で
に
43
件
の
申

請
希
望
が
あ
り
、
う
ち
交

付
対
象
要
件
に
該
当
す
る

世
帯
は
34
件
で
あ
っ
た
。

　
近
年
は
暖
冬
傾
向
で
あ

り
、
支
援
金
額
の
増
額
は

検
討
し
て
い
な
い
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
配
置
は

今
後
の
道
路
除
雪
は

除
排
雪
機
械
の
更
新

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
技

術
の
導
入
は

高
齢
者
世
帯
へ
の

除
雪
支
援

▲活動しやすいクラブに
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町長　今後検討する

置賜総合病院以外への
通院支援は

山
やま

木
き

義
よし

昭
あき

　議員

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

問  

置
賜
総
合
病
院
に
通

院
す
る
場
合
の
支
援
と
し

て
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者

を
対
象
に
タ
ク
シ
ー
利
用

支
援
を
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
米
沢
市
立
病
院
な
ど

も
対
象
と
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
　
75
歳
以
上
の
高
齢
者

で
、
一
定
の
条
件
を
満
た

す
方
を
対
象
と
し
た
、
公

立
置
賜
総
合
病
院
ま
で
の

通
院
支
援
事
業
を
４
月
か

ら
実
施
す
る
。

　
米
沢
市
立
病
院
へ
の
通

院
支
援
は
今
後
検
討
す
る
。

問  

リ
ー
ダ
ー
経
営
人
財

育
成
事
業
に
あ
た
り
、
塾

生
の
計
画
実
現
の
た
め
の

資
金
を
提
供
し
て
は
ど
う

か
。

答
　
受
講
生
の
計
画
を
実

現
す
る
た
め
の
支
援
と
し

て
、
昨
年
８
月
に
国
か
ら

採
択
と
な
っ
た
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
交
付

金
に
よ
り
「
日
本
一 

人
を

育
て
る
町
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
、
産
業
創
出
事

業
、
教
育
事
業
、
子
育
て

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
そ
の
産
業
創
出
事
業
の

中
で
、
先
進
事
例
や
事
業

実
現
に
有
効
と
な
る
各
種

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
お

り
、
ま
た
、
地
域
課
題
解

決
型
の
補
助
金
を
町
独
自

で
制
定
し
て
い
る
。
そ
の

補
助
金
の
活
用
に
よ
り
事

業
構
想
の
実
現
や
新
た
な

産
業
の
創
出
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

問  

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

金
の
額
を
当
初
予
算
で

６
億
円
と
見
込
み
、
町
内

産
業
の
活
性
化
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

額
の
当
初
予
算
６
億
円
の

見
込
み
は
、
現
在
の
中
間

業
者
を
見
直
し
、
ま
た
、

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
の
「
ア
マ
ゾ
ン
」

や
「
ヤ
フ
ー
」
を
追
加
し

町
の
紹
介
や
返
礼
品
を
掲

載
し
、
寄
附
額
増
加
に
繋

げ
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
を
活
用
し
、
返
礼
品

取
扱
事
業
者
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
や
、
農
産
物
の

数
量
増
加
の
確
保
に
努
め

て
い
く
。

　
こ
の
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
を
活
用
し
、
町
内
産
業

の
活
性
化
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
推
進
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問  

敬
老
会
の
地
区
事
業

の
廃
止
を
は
じ
め
、
多
く

の
事
業
が
変
容
し
て
い
る
。

　
今
こ
そ
地
域
活
動
の
充

実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

答
　
現
在
各
地
区
で
は
、

新
た
な
事
業
も
実
施
し
な

が
ら
、
人
と
人
と
の
交
流

を
深
め
る
た
る
た
め
の
事

業
を
模
索
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た

様
々
な
地
域
活
動
が
見
直

し
を
迫
ら
れ
る
中
に
あ
っ

て
も
、
交
流
と
つ
な
が
り

を
原
点
と
し
た
地
域
活
動

を
展
開
し
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
が
元
気
に
集

い
、
一
人
一
人
が
し
あ
わ

せ
を
感
じ
ら
れ
る
地
域
を

つ
く
っ
て
い
く
。

リ
ー
ダ
ー
経
営
人
財
育

成
卒
塾
生
へ
の
支
援
を

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
性

化
に
ど
う
つ
な
げ
る
か

地
域
活
動
の
充
実
を

▲３期目となる塾生の発表の様子
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一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

町長　人財育成を軸として進めていく

金
かね

子
こ

睦
むつ

夫
お

　議員
「官民協働のまちづくり」とは

　
ぜ
ひ
、
若
い
世
代
や
非

農
家
の
方
々
に
「
農
の
暮

ら
し
」
に
触
れ
る
機
会
の

創
出
が
で
き
な
い
も
の
か
。

答
　
現
在
、
有
機
農
業
産

地
づ
く
り
事
業
の
中
で
、

野
菜
栽
培
講
座
を
開
催
し

て
お
り
、
一
般
の
方
の
参

加
も
多
か
っ
た
。

　
今
後
も
こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
の
中
で
、
一
般
町

民
が
農
業
を
身
近
に
接
し

健
康
で
心
豊
か
な
生
活
を

送
る
一
助
と
な
る
よ
う
な

事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

問  

「
地
域
計
画
」
は
、

土
地
の
集
約
、
基
盤
整
備

等
の
課
題
抽
出
を
可
視
化

す
る
整
備
ツ
ー
ル
で
あ
る

一
方
、
四
季
折
々
の
美
し

い
景
観
や
田
ん
ぼ
ダ
ム
と

し
て
の
機
能
を
併
せ
持
つ

町
の
設
計
図
で
も
あ
る
。

　
行
政
や
多
様
な
世
代
の

意
見
を
ど
う
反
映
さ
せ
る

の
か
。

答
　
令
和
５
年
度
か
ら
地

域
で
の
話
し
合
い
を
行
い

地
域
農
業
の
現
状
と
課
題

を
ま
と
め
た
地
域
計
画
と

農
地
１
筆
ご
と
に
将
来
の

耕
作
予
定
者
を
地
図
に
ま

と
め
た
目
標
地
図
の
作
成

を
行
っ
た
。
今
後
も
年
一

回
程
度
地
域
で
の
話
し
合

い
の
場
を
設
け
、
随
時
計

画
変
更
を
進
め
て
い
く
。

問
　
地
区
公
民
館
を
拠
点

に
、
官
、
民
、
地
縁
団
体

の
仲
間
が
統
一
し
た
目
的

を
持
ち
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
様
々
な
体
験
活
動
を

重
ね
て
時
間
を
共
有
し
、

何
で
も
言
い
合
え
る
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
展

開
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　
持
続
可
能
な
ま
ち
を

つ
く
る
た
め
に
は
、
人
材

の
育
成
は
欠
か
す
こ
と
が

で
き
な
い
。

　
地
区
公
民
館
が
拠
点
と

な
っ
て
様
々
な
事
業
を
展

開
す
る
た
め
に
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
み

ん
な
で
人
を
育
て
る
雰
囲

気
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

地
域
計
画
は
、
町
の

設
計
図
で
も
あ
る

人
材
育
成
と

ま
ち
づ
く
り
は

▲50年続く人材育成「教育キャンプ」

問  

従
来
の
行
政
主
導
の

ま
ち
づ
く
り
か
ら
、
町
民
、

企
業
、
行
政
が
一
体
と

な
っ
た
「
官
民
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」
へ
と
大
き
く

転
換
し
て
事
業
を
計
画
し

て
い
く
と
言
う
が
、
具
体

的
な
仕
組
み
と
費
用
対
効

果
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い

る
の
か
。

答
　「
日
本
一 

人
を
育
て

る
町
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
、
現
在
、
官
民
協
働

で
の
人
財
育
成
を
軸
と
し

た
、
課
題
解
決
型
の
「
産

業
創
出
事
業
」
、
中
高
生

が
「
地
域
と
つ
な
が
る
学

び
場
の
創
出
事
業
」
や
地

域
社
会
全
体
で
子
育
て
を

応
援
す
る
「
ま
ち
ま
る
ご

と
子
育
て
推
進
事
業
」
を

進
め
て
い
く
。
ま
た
、
町

民
の
声
を
聴
き
な
が
ら
、

「
官
民
協
働
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ

て
い
く
。

　
こ
の
事
業
は
、
未
来
に

投
資
す
る
事
業
で
あ
り
、

そ
の
成
果
が
見
え
て
く
る

に
は
、
中
長
期
的
な
視
点

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

問  
農
業
委
員
と
の
意
見

交
換
会
の
中
で
、
「
兼
業

で
生
業
を
持
て
る
生
き
方

に
満
足
し
て
い
る
」
「
作

物
を
通
じ
て
消
費
者
に
自

分
た
ち
の
思
い
を
届
け
、

感
謝
い
た
だ
け
る
仕
事
に

こ
の
上
な
い
喜
び
を
感
じ

る
」
「
家
族
と
協
力
し
て

仕
事
が
で
き
る
幸
せ
を
味

わ
え
る
」
「
お
金
で
は
買

え
な
い
充
実
し
た
豊
か
な

生
き
方
を
営
ん
で
い
る
」

な
ど
、
農
家
の
神
髄
に
触

れ
る
話
を
伺
っ
た
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

木
き

村
むら

雅
まさ

博
ひろ

　議員 地域防災力を高める
取り組みは

問  

令
和
７
年
度
施
政
方

針
の
「
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
」
に
お
い
て
、

「
事
前
防
災
」
の
視
点
で

町
全
体
の
防
災
力
向
上
を

図
り
、
町
民
一
人
一
人
が

防
災
意
識
を
持
ち
、
自
主

防
災
組
織
が
本
来
の
力
を

発
揮
で
き
る
よ
う
に
と
あ

る
。
そ
こ
で
、
防
災
士
養

成
講
座
へ
の
受
講
者
を
増

や
し
、
「
防
災
士
」
に
よ

り
自
主
防
災
組
織
を
強
化

す
る
体
制
を
行
っ
て
は
ど

う
か
。

答
　
町
内
に
居
住
ま
た
は

勤
務
す
る
防
災
士
で
地
域

の
防
災
活
動
へ
参
加
を
希

望
す
る
方
に
、
地
区
の
自

主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会

へ
の
参
画
を
お
願
い
し
た
。

　
防
災
士
の
養
成
を
継
続

し
、
今
後
も
地
域
の
防
災

活
動
と
の
連
携
を
進
め
た

い
。

問  

災
害
被
害
の
軽
減
は

自
助
・
共
助
・
公
助
の
効

率
的
な
組
み
合
わ
せ
で
実

現
で
き
る
。
「
共
助
」
の

役
割
を
負
う
自
主
防
災
組

織
が
、
「
福
祉
マ
ッ
プ
」

や
「
地
区
防
災
計
画
」
等

の
作
成
を
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
　
地
区
防
災
計
画
は
福

祉
マ
ッ
プ
よ
り
も
具
体
的

な
災
害
時
の
行
動
な
ど
を

ま
と
め
る
機
会
と
な
り
、

そ
の
重
要
性
は
認
識
し
て

い
る
が
、
ま
ず
は
災
害
へ

の
備
え
に
理
解
を
深
め
て

も
ら
い
、
計
画
の
作
成
は

段
階
的
に
普
及
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

自
主
防
災
組
織
で

地
区
防
災
計
画
を

問  

県
が
新
た
に
公
表
す

る
情
報
を
盛
り
込
ん
だ

「
防
災
マ
ッ
プ
」
を
作
成

す
る
計
画
が
あ
る
が
、
そ

の
主
な
内
容
と
配
布
時
期

は
。

答
　
新
た
な
防
災
マ
ッ
プ

に
は
、
新
た
な
土
砂
災
害

が
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
箇
所
や
中
小
河
川
の
洪

水
浸
水
想
定
区
域
等
を
追

加
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
配
布
時
期
に
つ
い
て
は

で
き
る
だ
け
早
期
に
配
布

し
た
い
と
考
え
る
。

問  

想
定
を
超
え
る
大
雨

が
発
生
し
、
「
内
水
氾

濫
」
に
よ
る
被
害
が
全
国

で
相
次
い
で
い
る
。
早
急

に
山
形
県
お
よ
び
農
業
用

水
路
管
理
者
と
協
議
を
図

り
、
調
査
等
を
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答
　
県
で
は
、
内
水
氾
濫

の
対
策
と
し
て
、
河
川
内

の
支
障
木
伐
採
な
ど
防
災

対
策
を
進
め
て
い
る
。

　
町
と
し
て
も
、
県
、
地

元
土
地
改
良
区
を
始
め
、

関
係
者
か
ら
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、
点
で
は
な
く

面
で
の
整
備
を
効
果
的
に

行
え
る
よ
う
、
農
業
用
水

路
管
理
者
と
も
協
議
し
て

い
く
。

問  

防
災
に
関
す
る
新
た

な
情
報
が
日
々
更
新
さ
れ

て
い
る
。

　
国
交
省
や
山
形
県
に
よ

る
災
害
情
報
サ
イ
ト
、
気

象
庁
の
「
ナ
ウ
キ
ャ
ス

ト
」
や
「
キ
キ
ク
ル
」
な

ど
、
い
ち
早
く
必
要
な
情

報
を
取
得
で
き
る
環
境
が

整
っ
て
い
る
。

　
防
災
情
報
の
取
得
方
法

に
つ
い
て
講
習
会
を
開
く

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

ど
う
か
。

答
　
７
年
度
、
改
訂
す
る

防
災
マ
ッ
プ
の
説
明
会
を

自
主
防
災
組
織
単
位
で
計

画
し
て
お
り
、
そ
の
際
、

情
報
を
得
る
手
法
に
つ
い

て
も
説
明
を
行
う
予
定

で
あ
る
。
需
要
が
あ
れ

ば
、
防
災
出
前
講
座
の
メ

ニ
ュ
ー
に
も
追
加
し
た
い
。

内
水
氾
濫
に
対
す
る

取
り
組
み
は

災
害
情
報
の
活
用
と

防
災
講
習
会
の
開
催

▲地域住民による支え合いマップの作成

新
た
な
防
災
マ
ッ
プ

の
内
容
と
時
期
は
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一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

町長　地域の防災活動との連携を進めたい
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新庁舎での６月定例会を傍聴しませんか
６月１０日（火）～2０日（金）

本会議の傍聴は自由です。
詳しい日程は６/５以降町ホームページでご確認ください。

問い合わせ先　議会事務局☎52-4485

　今回の“きらり”まほろば人は、高畠地区を拠点に活動されて
いる、読み聞かせボランティアサークル「ひだまりおはなし会」
さんです。
　令和５年、長年の功績が認められ文部科学大臣賞を受賞される
など、その実績と幅広い活動内容は、趣味の域を越えた演者さん
一人一人の意識の高さとチームワークが醸し出していると評判で
す。観客を魅了する迫力あるステージをつくる原動力を含め、楽
しさの秘訣を伺いました。

まほろば人

き・ら・り

Ｑ．会ができたきっかけは？

Ｑ．現在の活動頻度や内容は？

Ｑ．どんな思いで活動されていますか？

Ａ．

Ｑ．これからどんな風になっていきた
　　いですか？

Ａ．

令和５年、文部科学大臣賞を受賞

　２５年前、高畠小学校の先生から依頼があ
り、たった一人からの読み聞かせが始まりま
した。その後、当時の図書担当の先生が「ひ
だまりおはなし会」と名付け、エプロンを
作ってくださったのをきっかけに保護者ボラ
ンティアとして活動がスタートしました。

　現在は、在校生の保護者だけでなく、卒業
生の保護者も多く在籍し、町のボランティア
団体として活動をしています。小学校での司
書の先生のお手伝いと読み聞かせをメイン
に、生演奏の音楽や踊りありのミュージカル
仕立ての特別読み聞かせ「ぽっかぽかシア
ター」を年に１回開催しています。
　この企画が評判を呼び、近年では町のさま
ざまな施設はもとより、町外からも公演依頼
のお声が掛かるほどで、昨年は、オリジナル
脚本でラジオドラマにも挑戦させていただ
き、準グランプリを受賞しました。

　本の楽しさを知ってもらいたい。日常の
ストレスから少しでも解放される時間を提
供したい。子どもたちには、地域の大人と
の関わりや感動体験を共有することで「心
豊かな子どもに育ってほしい」と思ってい
ます。全国の様々な地域から縁あってここ
に集結した多様な特技を持つ個性的なメン
バーは、思いをカタチにする名人ばかり。
　本の世界に浸っている子どもたちのキラ
キラした瞳を想像しながら、「次はどんな
お話をしてあげようか」と考えている時間
がとても幸せです。

　時代とともに変わっていくと思いますが、
変化を進化として捉え、「できる人が、で
きる時に、できることを」をモットーに長
く活動を続けていきたいと思います。

ボランティアサークル「ひだまりおはなし会」

Ａ．

Ａ．
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